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を
目
的
に
昭
和　

年
に
完
成
し
た

６２

「
排
水
機
場
（
は
い
す
い
き
じ
ょ

う
）」
で
、
大
雨
や
高
山
ダ
ム
の
放

流
な
ど
で
木
津
川
の
増
水
に
よ
る

逆
流
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
清
水
川

や
中
川
が
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
る
前

に
木
津
川
へ
内
水
を
排
除
す
る
設

備
で
す
。

　

今
年
は
日
本
列
島
に
台
風
が
数

多
く
上
陸
し
、
京
都
府
北
部
を
は

じ
め
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
起
き

ま
し
た
。
本
町
で
も
、
木
津
川
の

水
位
上
昇
に
よ
る
各 
樋
門 
（
町
内

ひ
も
ん

４
ヶ
所
）
の
操
作
出
動
が
あ
り
、

合
藪
ポ
ン
プ
場
も
３
回
稼
動
さ
せ

内
水
排
除
を
行
い
ま
し
た
。
幸
い

町
内
で
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、『
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
日

頃
か
ら
気
象
変
化
な
ど
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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月　

日
（
水
）、
井
手
小
学
校

１１

２４

（
木
下
惠
三
郎
校
長
）
の
４
年
生

（　

人
）が
社
会
科
の
授
業
で
合
藪

５６ポ
ン
プ
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
場
に
到
着
し
た
児
童
た

ち
は
、「
ポ
ン
プ
が
何
台
も
あ
る
の

は
な
ぜ
で
す
か
」「
故
障
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
の
質
問
に

建
設
課
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
ポ
ン
プ
を
制
御
す
る
「
操
作

室
」
や
水
を
排
水
す
る
「
ス
ク
リ

ュ
ー
ポ
ン
プ
」、
木
津
川
の
高
い

水
位
に
も
対
応
で
き
る
「
調
圧
槽

（
ち
ょ
う
あ
つ
そ
う
）」
な
ど
を
見

学
し
職
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
、
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

合
藪
ポ
ン
プ
場
は
、
内
水
排
除

　

万
灯
呂
山
展
望
台
に
到
着
し
た

参
加
者
た
ち
は
、
商
工
会
女
性
部

の
手
づ
く
り
お
に
ぎ
り
と
井
手
の

里
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、
見
頃
と
な

っ
て
い
る
大
正
池
周
辺
の
紅
葉
に

見
と
れ
な
が
ら
一
息
つ
い
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
へ
移
動
し
、
自
転
車
な
ど

の
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
に
参
加
。
抽
選
は
、
司
会
者

の
「
ビ
ン
ゴ
！
」
の
声
に
あ
わ
せ
、

参
加
者
ら
は
「
シ
ュ
ー
ト
！
」
と

声
を
あ
げ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
い
い
お
天
気
で
秋

の
紅
葉
の
中
を
走
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
秋
を
満
喫
し
な
が
ら

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
た
こ
と

に
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
し

た
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
、
町
商
工
会
青

年
部
（
宮
本
誠
部
長
）
の
主
催
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
を

競
う
の
で
は
な
く
、
町
の
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
Ｍ
Ｔ
Ｂ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。　

回
目
を
迎
え
た
今
回

１１

は
、
６
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
男
女

６８

約
１
７
０
人
が
集
ま
り
、
午
前　
１０

時
に
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
か
ら
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
を
経
て
、
龍
王
の
滝
か
ら
大
正

池
へ
向
か
い
、
４
月
に
完
成
し
た

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
休
憩
し
、
林

道
を
通
っ
て
万
灯
呂
山
展
望
台

へ
。
展
望
台
で
の
昼
食
の
後
は
、

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
を
経
て
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
へ
戻
る
ル
ー
ト
を
設

定
。

紅
葉
の
大
正
池
・
万
灯
呂
山

を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
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山
吹
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
４
が
祝
日
の　

月　
１１

２３

日
（
火
）
に
開
か
れ
、
町
内
を
は

じ
め
遠
く
は
三
重
県
や
岐
阜
県
か

ら
Ｍ
Ｔ
Ｂ（
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
）

愛
好
家
が
参
加
し
ま
し
た
。
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�
単
鉢
の
部　
　
　

中
坊　

修

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

�
３
鉢
花
壇
の
部　

木
田　

健
一

�
単
鉢
の
部　
　
　

山
本　

正
成

【
菊
花
会
会
長
賞
】

�
３
鉢
花
壇
の
部　

田
中　

博
文

�
単
鉢
の
部　
　
　

飯
田　

文
子

【
井
手
町
美
し
い
町
づ
く
り
推
進

協
議
会
会
長
賞
】

�
３
鉢
花
壇
の
部　

横
田　

和
雄

�
単
鉢
の
部　
　
　

木
田　

文
雄

【
井
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
】

�
３
鉢
花
壇
の
部　

古
川　

好
男

�
単
鉢
の
部　
　
　

中
坊　

溥

対
し
て
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
汐
見
町
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
自
治
功
労
者
表
彰

○
鷲
山　

妙
子
（
南
区
）

○
南
本　
 

弘
（
田
村
新
田
区
）

●
第　

回
菊
花
展
示
会
入
賞
者

１５

（
敬
称
略
）

【
京
都
府
知
事
賞
】

�
３
鉢
花
壇
の
部　

吉
川　

脩

【
井
手
町
長
賞
】

�
３
鉢
花
壇
の
部　

横
田　

楢
造

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
２
階
で

は
、
町
英
語
指
導
助
手
の
ジ
ョ

ン
・
ラ
イ
ス
さ
ん
と
そ
の
友
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
『
ジ
ャ
ッ

ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
』
が
催

さ
れ
、
親
子
で
か
ぼ
ち
ゃ
を
く
り

ぬ
い
て
ラ
ン
タ
ン
を
作
り
、
本
場

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
さ
な
が
ら
ろ
う
そ

く
を
灯
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
は
、

各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一
般
か
ら

の
力
作
が
会
場
に
所
せ
ま
し
と
展

示
さ
れ
、
中
に
は
ち
ぎ
り
絵
な
ど

の
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
実
際

に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
は
、
井
手
町
図
書
館
の
本
の

リ
サ
イ
ク
ル
市
が
、
３
階
で
は
お

茶
席
が
設
け
ら
れ
、
駐
車
場
で

は
、
う
ど
ん
や
天
ぷ
ら
、
焼
き
い

も
、
金
魚
す
く
い
な
ど
の
模
擬

店
、
新
鮮
野
菜
等
の
即
売
会
の
ほ

か
、
菊
花
の
展
示
や
京
田
辺
市
消

防
署
井
手
分
署
に
よ
る
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
大
人
気
の
Ｄ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
（
ド
ボ
コ
ン
）
で
は
、

課
題
文
字
を
『
菊
』『
里
山
』
な
ど

に
設
定
し
、
参
加
者
は
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
を
操
作
し
て
一
生
け
ん
命
に

字
を
書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

井
手
町
文
化
祭
の
開
会
の
式
典

冒
頭
に
、
本
町
の
町
政
振
興
の
た

め
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

進
協
議
会
と
し
て
、
全
線
複
線
化

に
向
け
て
活
動
し
ま
す
」と
挨
拶
。

続
い
て
土
肥
Ｊ
Ｒ
西
日
本
京
都
支

社
次
長
、
田
坂
京
都
府
議
会
議

長
、
奥
原
山
城
広
域
振
興
局
長
ら

が
挨
拶
。
総
会
で
は
、
平
成　

年
１５

度
決
算
、
平
成　

年
度
事
業
計

１６

画
・
予
算
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。
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第　

回
文
化
祭
開
会
の
挨
拶
で

２５

小
川
俊
雄
実
行
委
員
長
は
、「　

回
２５

目
を
迎
え
た
文
化
祭
は
、
作
品

展
・
商
工
祭
・
農
業
祭
・
舞
台
発

表
・
青
少
年
の
主
張
大
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
２
日

間
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
大
い
に

交
流
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
も
生
涯
学
習
、
地
域
文
化
の
発

展
に
努
力
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
の
舞
台
上
で
は
、
保
育
園
児

や
小
学
生
の
歌
や
踊
り
を
は
じ

め
、
い
づ
み
ま
な
び
教
室
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
大
正
琴
演
奏
や
太
極

拳
の
演
技
、『
左
馬
』
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
、
エ
コ
ー
た
ち
ば
な
に
よ

る
コ
ー
ラ
ス
、
一
般
参
加
者
か
ら

の
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な
ど
２
日
間

で
計　

組
の
舞
台
発
表
が
あ
り
ま

２２

し
た
。
会
場
で
は
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
が
響
き
わ
た
り
、
出
演
者

に
花
束
が
贈
ら
れ
る
光
景
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
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月
１
日
（
月
）、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

１１
複
線
化
促
進
協
議
会
（
会
長
＝
汐

見
明
男
井
手
町
長
）
の
平
成　

年
１６

度
総
会
が
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
汐
見
町
長
は
、

「
昨
年
は
東
福
寺
と
玉
水
駅
に
す

べ
て
の
快
速
停
車
が
実
現
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
京

都
府
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
促

��������	

��������	
���

　１１月２２日（月）、町老人クラブグラウンドゴルフ同好会（小
川俊雄会長）主催の「第６回町長杯グラウンドゴルフ競技大会」
が新四郎山グラウンドで行われました。
　会場に集まった、７０人の参加者たちは、小春日和の中、和気あ
いあいとプレーを楽しみました。
なお、試合結果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝　南　　秀雄　３４打
準優勝　稲見　道博　３４打
第３位　今西　章雄　３６打
第４位　児玉　　拡　３７打
第５位　横田　竹治　３９打
第６位　芝田　俊雄　３９打
第７位　古川　　優　４０打
第８位　堤　　邦彦　４０打
第９位　西田　　勝　４１打
第１０位　阪田　絹子　４１打
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神
経
（
脳
）
が
侵
さ
れ
、
そ
の
後

遺
症
が
一
生
続
き
ま
す
。
自
分
の

意
思
で
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う「
依
存
症
」も
あ
り
ま
す
。
薬

物
乱
用
は
１
回
で
も
「
ダ
メ
、
ゼ

ッ
タ
イ
。」
で
す
。

献
血
受
付
時
に
本
人
確
認

の
た
め
証
明
書
の
提
示
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成　

年　

月
１
日
よ
り
、
献

１６

１０

血
受
付
時
に
献
血
さ
れ
る
方
ご
自

身
を
証
明
で
き
る
も
の
を
提
示
し

て
い
た
だ
く
制
度
が
全
国
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
献
血
後
の

最
先
端
の
検
査
方
法
に
よ
っ
て
も

血
液
中
の
微
量
の
ウ
イ
ル
ス
は
検

出
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
輸
血

用
血
液
の
安
全
性
向
上
を
図
る
た

め
に
は
、
問
診
時
の
正
し
い
申
告

が
重
要
で
す
。

　

一
部
の
献
血
者
に
、
自
身
が
感

染
症
に
感
染
し
て
い
る
か
確
認
す

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
の 

実
施
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
、　

歳
以
上
の
方
を

４０

対
象
に
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
を
平

成　

年
２
月　

日
〜　

日
の
４
日

１７

２２

２５

間
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は　

月
末
頃
に
各
戸
配

１２

布
予
定
の
「
受
け
よ
う
胃
・
大
腸

が
ん
検
診
」
を
ご
覧
に
な
り
、
添

付
さ
れ
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

薬
物
乱
用
は 

「
ダ
メ
、ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

薬
物
乱
用
の
防
止
は
薬
物
を
乱

用
す
る
一
部
の
人
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、

乱
用
者
以
外
の
多
数
の
人
々
に
よ

っ
て
薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会

環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
す
。

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
誤

っ
た
知
識
を
信
じ
込
ん
で
、
薬
物

乱
用
を
許
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
い
っ
た
ん
薬
物

乱
用
に
走
っ
て
し
ま
う
と
、
中
枢

る
た
め
に
献
血
し
た
り
、
氏
名
・

住
所
な
ど
を
偽
り
、
な
り
す
ま
し

て
献
血
し
た
り
す
る
方
が
あ
り
、

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
確
保
上
の

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

輸
血
に
よ
る
感
染
拡
大
を
防
止

し
、
献
血
者
の
方
の
健
康
を
守
る

た
め
に
は
、
迅
速
な
調
査
が
必
要

で
す
が
、
今
後
、
献
血
の
際
に
、

ご
自
身
を
証
明
で
き
る
物
の
ご
提

示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

○
公
的
機
関
が
発
行
す
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど
）

○
発
行
時
に
本
人
確
認
が
な
さ
れ

て
い
る
証
明
書
（
学
生
証
・
社

員
証
・
身
分
証
明
証
な
ど
）

○
公
的
機
関
・
赤
十
字
が
発
行
す

る
郵
便
物（
公
共
料
金
通
知
書
・

輸
血
依
頼
書
な
ど
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

�
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�
�
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�
�
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�
�
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�
�
�
�

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で

す
（
市
街
化
区
域
内
は
届
出
）

�
�
�
�
�
�
�

　

農
地
を
住
宅
、
工
業
用
地
、
道

路
、
山
林
な
ど
の
農
地
以
外
の
用

途
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

①
対
象
の
土
地
が
農
地
で
あ
る
か

ど
う
か
は
、
近
況
で
判
断
さ
れ
ま

す
。

　

地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
耕
作
が

さ
れ
て
い
な
く
て
も
農
地
性
が
あ

る
限
り
農
地
で
す
。
ま
た
地
目
が

農
地
で
な
く
て
も
肥
培
管
理
が
さ

れ
て
い
れ
ば
農
地
と
み
な
さ
れ
、

転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

②
一
時
的
な
農
地
転
用
に
も
許
可

が
必
要
で
す

③
無
断
転
用
（
許
可
を
得
な
い
転

用
）
に
は
厳
し
い
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
す
。
許
可
を
得
な
い
転
用
者

に
は
、
都
道
府
県
知
事
が
工
事
な

ど
を
中
止
さ
せ
、
も
と
の
農
地
に

復
元
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
刑
罰

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
農
地
転
用
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

※
農
地
法
の
許
可
申
請
は
、
毎
月

　

日
が
締
切
で
す
（　

日
が
土
・

２０

２０

日
曜
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の

後
日
が
締
切
日
に
な
り
ま
す
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
（
産
業
課
内
℡　

―
２

８２

０
０
１
）
ま
で
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食
の
安
心
・
安
全
セ
ミ
ナ
ー

日
時
／
平
成　

年
１
月　

日（
木
）

１７

２０

　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽

　
（
城
陽
市
寺
田
今
堀
１
番
地
）

テ
ー
マ
／
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

食
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て

申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵

送
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

保
育
ル
ー
ム
希
望
の
有
無
を
明
記

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
間
／
平
成　

年
１
月
４
日

１７

〜
１
月　

日
１１

〒
６
１
１
―
０
０
２
１

宇
治
市
宇
治
若
森
７
―
６

山
城
広
域
振
興
局
農
林
商
工
部

℡
０
７
７
４
（　

）
３
２
１
１

２１

　

０
７
７
４
（　

）
８
８
６
５

FAX

２２

Ｅ
メ
ー
ル

yam
ashin-no-kikaku@

m
ail.

   
                
 
     

pref.kyoto.jp
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こ
ん
に
ち
は
、
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

冬
も
近
く
秋
の
過
ご
し
や
す
い
季
節
を
思
い
思

い
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
私
は
と
て
も
急
が
し
い
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら　

月
６
、
７
日
に
井
手
町

１１

で
は
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
私
に

と
っ
て
２
回
目
の
文
化
祭
で
す
の
で
た
く
さ
ん

の
興
味
深
い
展
示
作
品
や
お
い
し
い
食
べ
物
を

再
び
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
舞
台
で
は

保
育
園
や
小
学
校
の
子
ど
も
達
が
踊
り
や
劇
を

発
表
し
て
お
り
、
保
育
園
や
小
学
校
の
先
生
達

が
舞
台
の
袖
で
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
見
守
っ
て

い
る
姿
を
み
て
、
先
生
も
一
緒
に
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

発
表
し
て
い
た
保
育
園
に
は
月
に
１
回
、
英

語
を
教
え
に
行
っ
て
い
ま
す
し
、
小
学
校
に
も

週
１
回
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
遊
ん

で
い
る
と
き
に
見
せ
る
顔
と
は
違
い
、「
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
い
る
ぞ
」
と
い
う
こ
と
が
伝
わ

っ
て
来
ま
し
た
。

　

日
曜
日
は
私
の
主
催
す
る
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ

ン
タ
ン
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
何
人
の
参
加

者
が
来
て
く
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
た
く
さ
ん

の
親
子
連
れ
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
は
ジ
ャ
ッ
ク

オ
ー
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ビ
ン
ゴ

を
行
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
は
オ

レ
ン
ジ
色
の
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
の
上
の
部
分
を

切
り
抜
き
、
中
身
の
種
を
取
り
出
し
ま
す
。
そ

し
て
か
ぼ
ち
ゃ
の
横
を
顔
の
形
に
切
り
取
り
、

中
に
「
ろ
う
そ
く
」
を
入
れ
て
蓋
を
し
て
で
き

あ
が
り
で
す
。
ラ
ン
タ
ン
に
火
を
と
も
す
と
顔

の
部
分
か
ら
光
が
も
れ
て
と
て
も
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の

家
庭
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日
に
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー

ラ
ン
タ
ン
を
つ
く
り
玄
関
の
前
に
か
ざ
り
ま
す
。

最
初
う
ま
く
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、
さ
す

が
お
母
さ
ん
達
は
包
丁
の
使
い
方
が
上
手
で
大

き
な
か
ぼ
ち
ゃ
だ
け
で
な
く
と
て
も
包
丁
を
入

れ
に
く
い
小
さ
な
か
ぼ
ち
ゃ
も
手
際
よ
く
ジ
ャ

ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
に
し
て
い
ま
し
た
。
全
て

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
時
期

は
、
暖
房
機
器
の
使
用
や
自
動
車
の
交
通
量
の
増
加

な
ど
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
も
多
く
な
り
ま
す
。
毎
年　
１２

月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」
で
す
。
温
暖
化
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
温
暖
化
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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①　
　

℃
１.４

②　
　

℃
３.６

③　
　

℃
５.８
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①　
　

％
３０

②　
　

％
５０

③　
　

％
８０

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

①　

自
家
用
自
動
車

②　

照
明
・
家
電
製
品
な
ど

③　

暖
房

答
え：

Ｑ
１
③　

Ｑ
２
③　

Ｑ
３
②
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の
組
が
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
を
作
り
終
え
、

部
屋
を
暗
く
し
ラ
ン
タ
ン
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

ま
さ
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
夜
を
再
現
し
た
よ
う
な

瞬
間
で
し
た
。
参
加
し
て
も
ら
っ
た
み
な
さ
ん

が
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
を
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
作
っ
た
か

ぼ
ち
ゃ
を
み
な
さ
ん
が
持
っ
て
帰
っ
て
く
れ
る

か
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
大
き
く

重
い
か
ぼ
ち
ゃ
で
し
た
し
、
み
な
さ
ん
つ
く
る

だ
け
で
十
分
だ
、
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
全
部
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
の

で
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

け
が
も
な
く
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
づ
く

り
は
大
成
功
に
終
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
私
ひ
と
り
の
力
で
は
成
功
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
お
忙
し
い
な
か
応
募
し
集
ま
っ
て
い

た
だ
い
た
参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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興
室
（
℡
０
７
７
４
―　

―
２
０
４
９
）
ま
で

２１

水
道
管
の
冬
じ
た
く

　

早
朝
の
気
温
が
０
℃
以
下
の
日
や
「
低
温
注
意

報
」
が
発
令
さ
れ
た
日
、
特
に
風
の
よ
く
当
た
る

北
向
の
水
道
管
や
地
上
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
は
、
中
の
水
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
水
道
管
に
冬
じ

た
く
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
寒
の
仕
方

�
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
は
、
保
温
材

や
布
切
れ
な
ど
を
巻
く

�
低
温
注
意
報
発
令
の
と
き
、
浴
槽
な
ど
に
蛇
口

か
ら
微
量
の
水
を
出
し
て
お
く

�
凍
結
し
た
と
き
は
、
蛇
口
の
上
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
な
が
ら
時
間
を
か
け
て

解
凍
す
る

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動 

　

月　

日
〜　

日

１２

１１

３１

　

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
は

交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
交
通
事
故
の
な
い

安
全
な
１
年
の
締
め
く
く
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
年
の
瀬
も　

ゆ
と
り
と
笑
顔
で　

事
故
は
な
し
」

◆
高
齢
者
の
事
故
防
止

◆
飲
酒
運
転
の
追
放

◆
薄
暮
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
よ
り
大
人
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
土
曜
日
の
夜
７
時

か
ら
、
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

種
目
は
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
で

す
。
初
め
て
で
も
、
お
一
人
で
も
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、　

月　

日
（
土
）
で
す
。

１２

１８

＊
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
体
育
館
用
の
上
靴
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

山
城
地
域
戦
略
会
議
の
開
催
に
つ
い
て 

　

〜
山
城
地
域
の
将
来
像
を
と
も
に
語
る
〜

　

今
年
度
発
足
し
た
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
で

は
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
実
現
す

る
指
針
と
し
て
、
山
城
地
域
振
興
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
市
町
村
や
有
識
者
の
方
々
各
分
野
で
実

践
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
得
て
、「
山
城
地
域
戦
略
会
議
」
を
３
回

に
わ
た
り
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
い
た
だ
い
た
様
々
な
提
言
な
ど
を
も

と
に
、「
第
４
回
山
城
地
域
戦
略
会
議
」
で
は
広
く

住
民
の
方
々
の
参
加
も
募
っ
て
、
振
興
計
画
の
中

間
案
を
テ
ー
マ
と
し
て
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
議

論
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

日
時
／　

月　

日
（
火
）
午
後
２
時
〜

１２

２１

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
城

陽
市
寺
田
今
堀
１
番
地
）

内
容
／

�
山
城
地
域
振
興
計
画
中
間
案
の
説
明

�
計
画
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

�
意
見
交
換

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
城
広
域
振
興
局
企
画
振

参
加
申
込
／
体
育
協
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

℡　

―
５
７
０
０
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。
※
申
し

８２
込
み
の
際
は
、
誓
約
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
／
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）
ま
で

１７

１０

そ
の
他
／

�
健
康
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
各
自
の
責
任
に

お
い
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
中
に
発
生
し

た
事
故
・
傷
害
等
に
つ
い
て
は
応
急
処
置
の
み
は

行
い
ま
す
が
そ
の
後
の
責
任
は
一
切
負
い
ま
せ

ん
。（
体
育
協
会
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
）

�
大
会
当
日
は
、
警
察
官
及
び
黄
色
い
ジ
ャ
ン
パ

ー
（
体
育
協
会
）
の
各
役
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

�
当
日
は
９
時　

分
よ
り
「
第　

回
ジ
ョ
ギ
ン
グ

１５

１３

大
会
」
を
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
し
ま
す
。

主
催
／
井
手
町
体
育
協
会
・
井
手
町
教
育
委
員
会

後
援
／
井
手
町
・
井
手
町
体
育
指
導
員
会
・
Ｉ
Ｄ

Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
洛
南
タ
イ
ム
ス

社
恩
給
欠
格
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ

　

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
の
方
（
該
当
す
る
遺
族
の
方
を
含
む
）
終

戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
引
揚
者
の
請
求
期
限
は
平
成　

年
３
月　

１７

３１

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
課
の
窓
口
に
置
い
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡　

―
２
０
０
１
）

８２

又
は
、
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（
℡
０
１
２
０
―
２
３
４
―
９
３
３
）
ま
で
。

第　

回
町
民
駅
伝
競
走
大
会 

２０
参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時
／
平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

１７

１６

開
会
式：

午
前
８
時
半　

ス
タ
ー
ト：

午
前　

時　

分

１０

１５

場
所
／
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー（
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
）

▼
１
区
（　

㎞
）
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

２．７

　

↓　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
２
区
（　

㎞
）
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３．２

　

↓　

Ｊ
Ｒ
玉
水
駅

▼
３
区
（　

㎞
）
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅

２．１

　

↓　

丸
山
駐
車
場

▼
４
区
（　

㎞
）
丸
山
駐
車
場

２．５

　

↓　

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
５
区
（　

㎞
）
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２．４

　

↓　

自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成
／
高
校
生
以
上
で
１
チ
ー
ム
５
名

（
補
欠
２
名
）※
た
だ
し
１
チ
ー
ム
に
つ
き
２
人
ま

で
中
学
生
の
参
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
各
区
別
、

職
域
、
体
協
加
盟
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
）

布切れなどをビニール
テープで巻く
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場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

―
３
４
９
９
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１２

２０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
持
ち
物
／
健
康
手
帳

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

―
８２

３
３
８
５
）
ま
で

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

―
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

�
�
�
�
���
�
	


�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１２

２０

２７

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１２

１３

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

１２

２７

《
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
前　

時
半
〜

１２

１５

１１

場
所
／
玉
泉
苑

《
演
芸
会
》

日
時
／
１
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１９

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
火
）・
１
月　

日
（
木
）

１２

２１

１３

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

―
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
���
�
�
�
	

《
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
》

日
時
／　

月　

日
（
火
）

１２

１４

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／　

月　

日
（
木
）

１２

１６

�
生
後
３
ヶ
月
〜
４
歳
ま
で
で
す
が
出
来
る
だ
け

早
い
時
期
に
受
け
て
下
さ
い

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
辺
警
察
署
（
℡　

―
０

６３

１
１
０
）
ま
で

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１２

１４

２８

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

―
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
大
正
琴
》

日
時
／　

月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜

１２

２４

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
》

日
時
／　

月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜

１２

１６

１０

持
ち
物
／
筆
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
用
絵
の
具
・
材

料《太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／　

月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１２

１７

２４

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／　

月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜

１２

２１

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１２

２２

《
手
芸
》

日
時
／　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時
〜

１２

１８

持
ち
物
／
は
さ
み
・
箱
・
ボ
ン
ド
・
メ
ッ
シ
ュ
用

の
糸

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

平成１７年度井手町建設工事等指名競争入札 
参加資格審査申請について
◆町内受付　（土木・建築・舗装・水道・コンサルタント・物品・
　　　　　　一般廃棄物）
◆受付期間　平成１７年１月７日（金）～平成１７年１月３１日（月）
◆作成要領配布期間　平成１６年１２月１３日（月）～ 平成１７年１月３１日（月）
◆期間中の受付日時　平日午前９時～１２時・午後１時～４時まで受付
（土曜日、日曜日、祝日は除く）
＊お問い合わせは、建設課（℡８２―２００１）まで

◎建設工事の入札参加資格審査申請書の受付ができない者

○建設業法第３条の規定による国土交通大臣又は都道府県知事の許可
を受けていない者。
○成年被後見人、被保佐人並びに破産者で復権を得ない者。
○建設工事入札参加資格申請書を提出するときに町税、町上下水道使
用料、介護保険料、暮らしの資金貸付、町営住宅等使用料、住宅新
築資金等貸付事業、保育料、消費税又は地方消費税等を滞納してい
る者。
○資格審査申請書を提出するときまでに井手町が発注した建設工事に
関係する債務を履行していない者。
○建設工事の指名競争入札の参加資格の審査を行う会計年度日以降に
経営事項審査を受けていない者。
○資格審査基準日の１年７月前の日の直後の営業年度終了の日以降に
受けた直近の経営事項審査において審査対象に選択した直前２年又
は３年の営業年度に完成工事高のない者。
○資格審査申請書及びその添付書類に故意に虚偽の事実を記載した者
など。
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�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
一
人
３
点
、
１
週
間

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
���

�
�
�
�

「
霧
笛
荘
夜
話
」 

浅
田
次
郎

「
な
ん
く
る
な
い
」 

よ
し
も
と
ば
な
な

「
ご
新
規
熱
血
ポ
ン
ち
ゃ
ん
」山
田
詠
美

「
義
経
」 

宮
尾
登
美
子

「
藤
壷
」 

瀬
戸
内
寂
聴

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

��
�
�
�
�
�
�
�
	

��

�
　

月　

・　

・　

・　

〜　

日

１２

１３

２０

２４

２７

３１

�
１
月
１
〜
４
・　

・　

・　

・　

・

１１

１７

２４

２７

　

日
３１

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

「
知
り
た
が
り
や
の
猫
」 

林
真
理
子

「
愛
、
ト
ス
カ
ー
ナ
」

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ー
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス

�
�
�
�

「
美
女
と
野
獣
」 

ポ
ー
マ
ン
夫
人

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」 

梨
屋
ア
リ
エ

「
お
も
ち
ゃ
の
工
作
ラ
ン
ド
」成
井
俊
美

��
�
�
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《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

１
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　

月　

日
（
土
）

１２

１８

１
月　

日
（
土
）

１５

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

　

月　

日
（
土
）
〜　

日
（
金
）

１２

１１

１７

《
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
・
ト
リ
の
本
の

展
示
》

　

月　

日
（
土
）
〜　

日
（
日
）

１２

１１

２６

寿限無
斉藤　孝
あるところに、それは長い名前
の男の子がおりました。その子
の名前は、寿限無寿限無五劫の
すりきれ…。ページをめくって
寿限無を唱える。声に出して読
むのが楽しい、愉快な絵本。

天小森教授、
１００点満点ひきうけます
野村一秋
かあさんと１００点とったらハワ
イに連れて行ってもらう約束を
した哲平。どんな手を使ってで
も１００点をとろうと、またまた、
天小森教授に助けを求めますが、
教授が教えてくれる方法は変な
方法ばかり…。

ワーキングガール・ウォーズ
柴田よしき
墨田翔子、３７歳、未婚、入社１５
年目、有名企業企画部係長。恋
人・人望ともになし。でも、そ
れが何か？これぞ「おひとり様」
の胸のうち！働く女の本音と弱
音を描いた本格「負け犬」小説。
『小説新潮』掲載を単行本化。

東京ディズニーランド
アトラクションガイドブック
ディズニーファン編集部／編
アトラクションのデータはもち
ろん、効率的に楽しむためのテ
クニックなどを網羅。プランづ
くりのベースとして最適。切り
取ってパークで使えるアトラク
ション早わかりインデックスも
掲載する。
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�
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
加
入
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
。

　

今
回
、
会
社
を
退
職
し
て
自
営
業
を
始
め
た
こ

と
に
よ
り
、
厚
生
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
か
ら

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
変
更
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
現
在
、
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て

の
加
入
手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
勧
奨
状

が
届
い
て
い
ま
す
。
す
み
や
か
に
、
住
民
課
窓
口

で
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
時
に
第
３
号
被
保
険

者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
被
扶
養
配
偶
者
が
お

ら
れ
る
場
合
、
配
偶
者
に
つ
い
て
も
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
変
更
の
届
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
配
偶

者
の
第
１
号
被
保
険
者
の
変
更
の
届
が
漏
れ
た
場

合
に
つ
い
て
も
、
勧
奨
状
（
第
１
号
被
保
険
者
該

当
勧
奨
）
が
届
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで。

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。
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 カン 
����カンの日
���
�あきカン（ジュース・ビール・カン詰
めなどのあきカン）
�カンの中の異物を取り除いて、す
すいでから出して下さい。

※カン以外の金属と大きいカン（一
斗缶以上）は出さないで下さい。
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　年内のし尿収集に関するお問い合わせは、１２月３１日（金）の正午ま
でに連絡してください。年始の受付は、１月４日（火）の午前８時半
からとなります。
　臨時収集（有料）の受付は１２月２４日（金）までです。（年始の受付は、
１月４日（火）から）
　お問い合わせは、城南衛生管理組合業務課（℡０７５－６３１－５１７１）まで。

▼暖房中の温度は２０度を超えないように設定を
暖房中の室温が２０度を超えないように部屋の温度の
こまめな調節に努めましょう。

▼できるだけ家族団らんを
できるだけ家族団らんの時間を増やし、空いた部屋
の照明や暖房は切るようにしましょう。

家庭・オフィスでできる　省エネ
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～

�������

����マガモ（真鴨）
����本州中部以北・冬季は日本

各地
����約６０cm
����冬鳥または留鳥

　雄は頭が光沢のある緑色で
すが、雌は全身が褐色です。
湖沼、川、湾などに飛来し、
越冬します。井手町でも木津
川や大正池などの池でみるこ
とができます。
　多くは越冬のため日本に飛
来し、春には繁殖地のシベリ
ア南部へ渡っていきますが、
一部は本州中部より北の高地
や北海道の湿地などで繁殖す
るものもいます。産卵期は４
～７月です。昼間は水面で休
んでいることが多く、夜間に
地上で草の実や水草を食べま
す。

� � � � � � �

���������

�
�
�
�

�������������	�
���������

���������

� ��� ���������
��� �

��

� ��� ���������
��� �

��

� ��� ���������
���� �

��




